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(Yamamoto K et al., 1982)．急性白血病患者における好中球機能低下の報告はいくつかある










へパリン加血 0.1ml に 1×109/ml の蛍光ビーズ 5μl を加え，37℃の恒温槽内で 25 分間反
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応させる．溶血させた後に遠心して得られたペレットを 3mM の EDTA に再浮遊し，好中
球が貪食している蛍光ビーズの蛍光強度を FACSにて解析した． 
好中球殺菌能（活性酸素産生能）検査： 
へパリン加血 0.1mlに 1μMの dihydrorhodamine 123を 2.0ml加え，37℃の恒温槽内で
15分間反応させる．次に 25μg/mlの PMA 10 μlで刺激し 37℃の恒温槽内で 20分間反応




























疾患患者の好中球は白血病幹細胞に由来しているという説(Tsurumi H et al., 1993)や，腫
瘍細胞が産生する IL-10 を介した制御性 T 細胞の関与により好中球機能が負に制御される
という説(Lewkowicz P et al., 2006)などがある．実際我々は白血病以外の様々な疾患での
好中球殺菌能を検討し，非悪性疾患では殺菌能は正常であるが，悪性固形腫瘍の患者では
骨髄浸潤を伴っていなくとも殺菌能の低下を認めることを確認した．また今回の ALL症例
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